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８章 ４章から７章までに掲げる事業及び措置と一体的に推進する事業に関する事項 

［１］公共交通機関の利用者の利便性の増進及び特定事業の推進の必要性  

（現状分析） 

 本市の中心市街地は、鉄道・バス・市営電車・フェリーなどの公共交通が充実している。 

 鉄道は、平成２３年３月に九州新幹線が全線開業し、博多駅～鹿児島中央駅が最速１時間 

１７分、新大阪駅～鹿児島中央駅が最速３時間４２分で結ばれたほか、在来線である鹿児島本

線、日豊本線、指宿枕崎線により、鹿児島中央駅を中心とした放射状のネットワークを形成し

ている。 

また、鹿児島空港連絡バスや大阪・福岡・長崎・宮崎方面への都市間高速バス、県内各地に

向けて運行されているバスは、いずれも起点が中心市街地に集中しており、市域内の路線バス

もその多くが中心市街地を起点・終点または経由地としている。 

 今や観光資源のひとつにもなっている市営電車は２系統で運行され、日中は１時間当たり 

１０本程度といった高い運行頻度を確保しているほか、第１期基本計画においては、軌道敷緑

化により鹿児島らしい都市景観の創出と人と環境に優しい中心市街地づくりを推進してきた。 

また、市内観光周遊バスは、従来からの「カゴシマシティビュー」に加え、平成２３年３月

から民営による「まち巡りバス」も運行を開始し、新幹線等によって訪れる観光客の効率的な

移動手段として定着している。 

 大型貨客船等が行き交う鹿児島港は、２４時間運航で世界屈指の乗客数を誇る桜島フェリー

のターミナルや、世界遺産の島・屋久島や種子島と結ばれる高速船のターミナルを有している。 

 このように、本市の中心市街地には、鉄道、バス、市営電車、フェリー等がそろい、市民や

観光客の移動手段として重要な役割を担っている。交通渋滞の緩和や環境問題への対応など、

公共交通の果たすべき役割はますます重要性を増しており、より中心市街地に来街しやすく、

中心市街地内を移動しやすい交通環境を整備することが課題となっている。 

（公共交通の利便増進の必要性） 

 本市はこれまで、市営電車・市営バスの低床車両の導入など、交通施設のバリアフリー化に

取り組んできたが、今後さらに少子高齢化の進展が予想されることから、中心市街地の主要な

バス停への上屋・ベンチの設置など、安心・快適な交通施設の整備を進め、公共交通の利便性

を高める必要がある。 

路面電車やフェリーは、それ自体が個性と魅力あふれる鹿児島の都市景観を構成する一つの

要素となっており、九州新幹線の全線開業により広域的な交流が拡大している状況を踏まえる

と、地域の差別化・個性化の観点から、これらの特色ある公共交通を観光資源として積極的に

活用していく必要がある。 

地球温暖化をはじめとする環境問題に対応するため、バス車両及び船舶の低公害化・低燃費

化を推進するとともに、過度な自家用車の利用を抑制し、公共交通利用への転換を誘導するな

どの施策を推進する必要がある。 

（フォローアップの考え方） 

毎年度、事業の進捗状況の調査を行い、状況に応じて事業促進などの改善措置を講じる。ま

た、計画期間満了時に取組の検証・評価を行い、引き続き中心市街地活性化の効果的な推進を

図るものとする。 
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［２］具体的事業の内容 

（１）法に定める特別の措置に関連する事業 

該当なし 

 

（２）①認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業 

事業名、内容及び 

実施時期 

実施

主体 
目標達成のための位置づけ及び必要性 

支援措置の

内容及び実

施時期 

その他

の事項 

事業名：４８ 

路面電車観光路線

検討事業 

鹿
児
島
市 

都市景観・観光資源の面からの路面電車

の有効活用を進めるため、市民や観光客の

鹿児島中央駅からの２次アクセスの充実を

考慮し、かごしま水族館や桜島フェリータ

ーミナル、種子・屋久高速船旅客ターミナ

ル等があるウォーターフロント地区への路

面電車観光路線新設に向けた調査検討を行

う事業である。 

観光路線の新設により、新幹線全線開業

効果を中心市街地全体に波及させることに

つながり、回遊性の向上に寄与することか

ら、中心市街地の活性化に必要な事業であ

る。 

支援措置： 

社会資本整備

総 合 交 付 金

（都市・地域

交通戦略推進

事業と一体の

効 果 促 進 事

業） 

 

内容： 

ウォーターフロン

ト地区への観光路

線新設の検討 

位置： 

ウォーターフロン

ト地区 

実施時期： 

H23 年度～ 

H27 年度 

実施時期: 

H23 年度～ 

事業名：４９ 

交通局電車施設整

備事業 

鹿
児
島
市 

本市の重要な公共交通機関である市営電

車の運行拠点施設等を中心市街地を代表す

るいづろ・天文館と鹿児島中央駅の延長上

であるＪＴ跡地に整備し、車両基地、設備

の改良等により機能の拡充を図り、ＬＲＴ

車両等の効率的・効果的なメンテナンスと

運行ができる体制を整える事業である。 

運行本数の増加など公共交通機関の更な

るサービスの向上と利便性を高めること

で、街なかの回遊性向上、業務機能の集積

促進に寄与することから、中心市街地の活

性化に必要な事業である。 

支援措置： 

社会資本整備

総 合 交 付 金

（都市・地域

交通戦略推進

事業） 

 

 

内容： 

交通局電車施設の

機能拡充 

 

 

 

位置： 

中心市街地 

 

実施時期： 

H23 年度～ 

H26 年度 

 実施時期: 

H19 年度～H26 年度 

新交通局局舎・電車施設のイメージ図 
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事業名、内容及び 

実施時期 

実施

主体 
目標達成のための位置づけ及び必要性 

支援措置の

内容及び実

施時期 

その他

の事項 

事業名：５０ 

バス車両購入事業 

 

鹿
児
島
市 

バリアフリーに対応し、全ての人が乗降

しやすく、かつ排出ガス抑制や低燃費等の

性能を併せ持つ低公害低床型車両への計画

的な購入を進める事業である。 

誰もが利用しやすい公共交通を実現する

ことで、多くの人が街なかに来訪しやすく

なることから、回遊性の向上に寄与するも

のであり、中心市街地の活性化に必要な事

業である。 

 

支援措置：  

社会資本整備

総 合 交 付 金

（都市・地域

交通戦略推進

事業と一体の

効 果 促 進 事

業） 

 

 

内容： 

低公害低床型バス

の導入 

 

位置： 

中心市街地 

実施時期： 

H24 年度 

 

実施時期： 

H17 年度～ 

 

 

事業名：５１ 

電車停留場上屋整

備事業 

 

鹿
児
島
市 

電車利用客へのサービスの一環として、

年次的に電車停留場の上屋を設置する事業

である。 

電車停留場の機能が向上し、電車利用客

の利便性向上が図られることにより、回遊

性の向上に寄与することから、中心市街地

の活性化に必要な事業である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支援措置： 

社会資本整備

総 合 交 付 金

（都市再生整

備 計 画 事 業

（鹿児島市都

心部地区（第

２期））） 

 

 

内容： 

電車停留場に上屋

の設置 

位置： 

中心市街地 

実施時期： 

H25 年度～ 

H26 年度 

実施時期： 

H25 年度～H26 年度 
電車停留場上屋整備 
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事業名、内容及び 

実施時期 

実施

主体 
目標達成のための位置づけ及び必要性 

支援措置の

内容及び実

施時期 

その他

の事項 

事業名：５２ 

新船建造事業（環境

にやさしい新船の

建造） 

 

鹿
児
島
市 

本市の海の玄関である鹿児島港本港区と

桜島及び大隅半島を結ぶ唯一の海上公共交

通である桜島フェリーについて、環境やバ

リアフリーに配慮した新船を建造し導入す

る事業である。 

中心市街地へ来街しやすい交通環境の整

備により、回遊性の向上と交流人口の受け

入れ態勢の強化に寄与することから、中心

市街地の活性化に必要な事業である。 

支援措置： 

社会資本整備

総 合 交 付 金

（都市再生整

備 計 画 事 業

（鹿児島市都

心部地区（第

２期））） 

 

 

内容： 

桜島フェリーの新

船の建造 

位置： 

ウォーターフロン

ト地区 

 

実施時期： 

H25、H26 年度 

 

実施時期： 

H22 年度～H26 年度 
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事業名、内容及び 

実施時期 

実施

主体 
目標達成のための位置づけ及び必要性 

支援措置の

内容及び実

施時期 

その他

の事項 

事業名：５３ 

都市交通システム

整備事業 

 

公
益
社
団
法
人
鹿
児
島
県
バ
ス
協
会 

中心市街地の主要なバス停において年次

的に上屋、風防パネル、ベンチを整備する

事業である。 

この事業の実施により、バス停留所の機

能が向上し、公共交通の利便増進が図られ、

回遊性の向上に寄与することから、中心市

街地の活性化に必要な事業である。 

支援措置： 

①地域公共交

通確保維持改

善事業費補助

金（地域公共

交通バリア解

消 促 進 等 事

業） 

②社会資本整

備総合交付金

（都市・地域

交通戦略推進

事業） 

③社会資本整

備総合交付金

（都市再生整

備 計 画 事 業

（鹿児島駅周

辺地区）と一

体の効果促進

事業） 

 

 

内容： 

バス停への上屋、風

防パネル、ベンチの

設置 

 

位置： 

中心市街地 

 

実施時期： 

①H24 年度 

～H25 年度 

②H26 年度 

～H27 年度 

③H28 年度 

実施時期: 

H24 年度～ 
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事業名、内容及び 

実施時期 

実施

主体 
目標達成のための位置づけ及び必要性 

支援措置の

内容及び実

施時期 

その他

の事項 

事業名：５４－２ 

コミュニティサイ

クル導入事業 

 

鹿
児
島
市 

 自家用車等による移動から、「公共交通と

コミュニティサイクル」による移動への転

換を促進し、温室効果ガスを削減するなど

環境にやさしいまちづくりを進めるととも

に、市民や観光客の機動性を向上させるた

めサイクルポートを配置し、コミュニティ

サイクルを実施する事業である。 

 環境にやさしい移動手段が創出され、回

遊性の向上、都市型観光の振興に寄与する

ことから、中心市街地の活性化に必要な事

業である。 

支援措置： 

社会資本整備

総 合 交 付 金

（都市・地域

交通戦略推進

事業と一体の

効 果 促 進 事

業） 

 

内容： 

複数のサイクルポ

ート（自転車貸出拠

点）を配置し、どの

サイクルポートで

も貸出・返却ができ

るコミュニティサ

イクルを実施 

 

位置： 

中心市街地 

 

実施時期： 

H26 年度 

実施時期： 

H26 年度 

 

（２）②認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業 

該当なし 
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（３）中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業 

事業名、内容及び 

実施時期 

実施

主体 
目標達成のための位置づけ及び必要性 

支援措置の

内容及び実

施時期 

その他

の事項 

事業名：７６ 

超低床電車購入事

業 

 

鹿
児
島
市 

全ての人が乗降しやすい超低床電車を計

画的に導入し、中心市街地へのアクセス性

向上と交通バリアフリーを進める事業であ

る。 

誰もが利用しやすい公共交通を実現する

ことで、多くの人が街なかに来訪しやすく

なり、回遊性の向上に寄与することから、

中心市街地の活性化に必要な事業である。 

支援措置： 

地域公共交通

確保維持改善

事業 （地域公

共交通バリア

解消促進等事

業） 

 

 

内容： 

バリアフリー対応

の超低床車両の導

入 

 

位置： 

中心市街地 

 

実施時期： 

H28 年度 

実施時期: 

H28 年度～ 
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（４）国の支援措置のないその他の事業 

事業名、内容及び 

実施時期 

実施

主体 
目標達成のための位置づけ及び必要性 

国以外の支援

措置の内容及

び実施時期 

その他

の事項 

事業名：５４ 

コミュニティサイ

クル導入検討事業 

 

鹿
児
島
市 

自動車から自転車への利用転換を促進

し、温室効果ガスを削減するなど環境にや

さしいまちづくりを進めるとともに、市民

や観光客の機動性を向上させる、コミュニ

ティサイクルの導入検討を行う事業であ

る。 

市民や観光客の環境にやさしい移動手

段が新たに増えることから、回遊性の向

上、都市型観光の振興に寄与するものであ

り、中心市街地の活性化に必要な事業であ

る。 

支援措置：  

 

 

内容： 

複数のサイクルポ

ート（自転車貸出拠

点）を配置し、どの

サイクルポートで

も貸出・返却ができ

るシステムの導入

検討 

 

実施時期： 

 

位置： 

中心市街地 

 

実施時期： 

H23 年度～H25 年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コミュニティサイクル社会実験 
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事業名、内容及び 

実施時期 

実施

主体 
目標達成のための位置づけ及び必要性 

国以外の支援

措置の内容及

び実施時期 

その他

の事項 

事業名：５４－３ 

コミュニティサイ

クル運営事業 

 

鹿
児
島
市 

 自家用車等による移動から、「公共交通

とコミュニティサイクル」による移動への

転換を促進し、温室効果ガスを削減するな

ど環境にやさしいまちづくりを進めると

ともに、市民や観光客の機動性を向上させ

るため、コミュニティサイクルを運営する

事業である。 

 環境にやさしい移動手段が創出され、回

遊性の向上、都市型観光の振興に寄与する

ことから、中心市街地の活性化に必要な事

業である。 

支援措置：  

 

 

内容： 

複数のサイクルポ

ート（自転車貸出拠

点）を配置し、どの

サイクルポートで

も貸出・返却ができ

るコミュニティサ

イクルを実施 

 

実施時期： 

 

位置： 

中心市街地 

 

実施時期： 

H27 年度～ 

 

 

事業名：５５ 

錦江湾魅力再発見

クルーズ事業 

 

鹿
児
島
市 

平成２４年３月の「霧島錦江湾国立公

園」誕生を機に、雄大な活火山桜島を背景

に錦江湾の観光資源としての新たな魅力

を発掘・再発見するため、湾奥を巡り、姶

良カルデラやこの海域に生息する生物の

世界的な希少性を感じることのできるク

ルーズ船を運航する事業である。 

本市の新たな観光の魅力の一つとして、

都市型観光の振興に寄与することから、中

心市街地の活性化に必要な事業である。 

支援措置： 

 

 

内容： 

桜島を背景に錦江

湾の湾奥を巡るク

ルーズ船の運航 

 

位置： 

ウォーターフロン

ト地区 

 

実施時期： 

 

実施時期: 

H24 年度～ 

 

 運行コース案 
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事業名、内容及び 

実施時期 

実施

主体 
目標達成のための位置づけ及び必要性 

国以外の支援

措置の内容及

び実施時期 

その他

の事項 

事業名：５６ 

カゴシマシティビ

ュー事業 

 

鹿
児
島
市 

ユニークな車両自体が観光資源と言わ

れる市内観光周遊バス“カゴシマシティビ

ュー”は、鹿児島中央駅を運行起点に、天

文館を経由し、城山などの歴史・文化ゾー

ン、水族館などのウォーターフロント地区

を約 1時間で周遊する事業である。 

観光客等が気軽に移動できる手段とし

て、回遊性の向上に寄与する事業であり、

中心市街地の活性化に必要な事業である。 

支援措置： 

 

 

内容： 

市内観光周遊バス

の運行 

 

位置： 

中心市街地 

実施時期： 

 

実施時期: 

H6 年度～ 

H18.3 ｳｫｰﾀｰﾌﾛﾝﾄｺｰｽ 

運行開始 

H18.8 夜景コース 

運行開始 

 

 

事業名：５７ 

まち巡りバス運行

事業 

 

鹿
児
島
交
通
㈱ 

市内中心部を循環する周遊バスとして、

鹿児島中央駅を起終点として観光地（西郷

銅像、城山、仙巌園、ドルフィンポート等）、

港、いづろ・天文館地区を結び運行する事

業である。 

鹿児島を訪れる観光客等が気軽に移動

し観光していただく周遊バスとして、街な

かの回遊性の向上に寄与することから、中

心市街地の活性化に必要な事業である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支援措置： 

 

 

内容： 

市内中心部循環周

遊バスの運行 

 

位置： 

中心市街地 

実施時期： 

 

実施時期: 

H22 年度～ 

・H23.3 運行開始 

・H24.4 経路変更、 

 増便（19 便→27 便） 
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事業名、内容及び 

実施時期 

実施

主体 
目標達成のための位置づけ及び必要性 

国以外の支援

措置の内容及

び実施時期 

その他

の事項 

事業名：５８ 

桜島フェリーより

みちクルーズ船運

航事業 

鹿
児
島
市 

錦江湾と桜島の魅力を海上から身近に

楽しんでもらうため、鹿児島港から普段見

ることのできない神瀬や大正溶岩原を周

り、桜島港へと至るクルーズ船を毎日運航

する事業である。 

本市の新たな観光の魅力の一つとして、

都市型観光の振興に寄与することから、中

心市街地の活性化に必要な事業である。 

 

 

 

 

支援措置： 

 

 

内容： 

錦江湾と桜島の魅

力を海上から身近

に楽しめるクルー

ズ船の運航 

位置： 

ウォーターフロン

ト地区 

実施時期： 

 

実施時期: 

H22 年度～ 

 

 

 

 

事業名：５９ 

イルカはいるかな

事業 

鹿
児
島
市 

本事業は、桜島フェリーの定期航路やよ

りみちクルーズ船からイルカがたびたび

目撃されており、錦江湾地域の魅力の一つ

となっていることから、乗船中のお客様

に、イルカの情報収集をしていただくこと

で、乗船の楽しみと錦江湾の新たな魅力を

アピールする事業である。 

本市の新たな観光の魅力の一つとして、

都市型観光の振興に寄与することから、中

心市街地の活性化に必要な事業である。 

支援措置： 

 

 

内容： 

桜島フェリー乗船

中のイルカの発見

や、目撃情報の収集 

 

位置： 

ウォーターフロン

ト地区 

 

実施時期： 

 

実施時期: 

H24 年度～ 

 

桜島フェリーよりみちクルーズ 
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事業名、内容及び 

実施時期 

実施

主体 
目標達成のための位置づけ及び必要性 

国以外の支援

措置の内容及

び実施時期 

その他

の事項 

事業名：７７ 

桜島フェリーロン

グクルーズ事業 

 

鹿
児
島
市 

２７年４月に就航した長時間運航可能

な新船「サクラフェアリー」の特色を生か

し、集客力の高い参加体験型のロングクル

ーズを実施する事業である。 

ジオパークに認定された桜島・錦江湾の

魅力をゆったりと満喫できるロングクル

ーズの実施により、来街者の増加によるに

ぎわい創出と都市型観光の振興に寄与す

ることから、中心市街地の活性化に必要な

事業である。 

支援措置： 

 

 

内容： 

新船の特色を生か

したロングクルー

ズの運航 

 

位置： 

上町・ウォーターフ

ロント地区 

 

実施時期： 

 

実施時期: 

H27 年度～ 
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◇４章から８章までに掲げる事業及び措置の実施箇所 

 

 

上上町町・・ウウォォーータターーフフロロンントト地地区区  

第 ２ 期 鹿 児 島 市 中 心 市 街 地 活 性 化 基 本 計 画 ： 事 業 位 置 図  
 

14.鹿児島市立病院建設事業 

 
49.交通局電車施設整備事業 

 

6.ＪＴ跡地緑地整備事業 

 

ＪＴ跡地 

11.中央町１９・２０番街区
市街地再開発事業 

 

9.鹿児島中央駅周辺一体的まちづくり推進事業 

鹿児島中央駅 

九州新幹線 

38.ゾウさんのはな通り活性化事業 

 

30.中央町１番街区等商業活性化事業 
（アミュプラザ鹿児島の増床など） 

37.かごしま中央駅祭開催事業 

 

41.テンテン天まち街興し事業 

 

47.路地庭プロジェクト 

 

46.照国表参道商店街ショッピングモール化事業 

 

31.天文館シネマパラダイスと周辺商店街連携事業 

 

25.わくわく福祉交流フェア事業 

19.アジア青少年芸術祭開催事業 

 13.鹿児島市立美術館施設整備事業 

 

12.市役所本庁舎整備事業 

 

21.新規創業者等育成支援事業 

45.遊覧船運航事業 

58.桜島フェリーよりみちク
ルーズ船運航事業 

 59.イルカはいるかな事業 

 

55.錦江湾魅力再発見クルー
ズ事業 

 

52.新船建造事業（環境にやさ
しい新船の建造） 

 

水族館 

ドルフィンポート 

29.かごしま錦江湾サマーナイト大花火大会開催事業 

 

鹿児島港 

7.冬季光の回廊事業 

 

8.いづろ・天文館地区回遊空間づくり推進事業 

 

39.にぎわい通り大学等事業 

42.いづろ・天文館地区公衆無線ＬＡＮ整備事業 

 43.天文館千日町にぎわい創出検討事業 

 
5.天文館公園再整備事業 

 

4.加治屋町回遊空間整備事業
（清滝川の歩行空間整備） 

 

※中心市街地の各地区で実施する事業 

2.舗装新設・歩道整備事業、3.ブルースカイ計画事業、10.自転車走行ネットワーク形成事業 

 

 
16.みんなで参加わがまちづくり支援事業、17.安心安全パートナーシップ事業、 

18.青色防犯パトロール隊活動費補助事業、73.コミュニティビジョン推進事業 

歴歴史史・・文文化化ゾゾーーンン  
((追追加加区区域域))  

いいづづろろ・・天天文文館館地地区区  

甲突川 

維新ふるさと館 
市立病院跡地 

市電 

稲荷川 

市役所 

施策区分の仕分け 4 章 市街地の整備改善 

 
5 章 都市福利施設の整備 

 
6 章 街なか居住の推進 7 章 商業の活性化 8 章 公共交通機関の利便増進 

 

N 

35.おぎおんさあ（祇園祭）開催事業 

24.街なかサービス推進事業 

 
15.東千石町１２番街区整備事業 

 

桜島フェリー 

ターミナル 

40.“We Love 天文館”活性化事業 

 

62.鹿児島駅周辺都市拠点総合整備事業 
（道路・地域生活基盤施設） 

 

26-2.薩摩維新ふるさと博開催事業 

 

65.天文館ミリオネーション開催事業 

 

天文館公園 

63.錦江湾潮風フェスタ開催事業 

 

鹿児島駅 

鹿鹿児児島島中中央央駅駅地地区区  

28.おはら祭推進事業 

 

67.いづろ・天文館地区ＩＣＴイン
フラ整備・情報発信事業 

 

43-2.千日町１・４番街区市街地再開発事業 

70.甲突川リバーサイド
ウォーク整備事業 

71.市立病院跡地緑地整備事業 

72.県立博物館リニューアル事業 

 

74.鶴丸城楼門建設事業 

75.鹿児島銀行新本店ビル建設事業 

77.桜島フェリーロングクル
ーズ事業 

1.鹿児島駅周辺都市拠点総合整備事業 
（公園・地域生活基盤施設） 

 

78.国際交流センターの整備 

 

80.維新ふるさと館展示更新事業 
 

 

20.街なか空き店舗活用事業、22.鹿児島ぶらりまち歩き推進事業、23.“ 美味のまち鹿児島”魅力づくり事業、 

23-2.”美味のまち鹿児島”づくりイベント支援事業、26.歴史資源を活用したまちづくり推進事業、 

26-3.明治維新 150 周年事業、27.頑張る商店街支援事業、32.朝を楽しむ観光推進事業、 

33.地域繁盛店づくり支援事業、34.都市型産業振興事業、36.かごしま春祭開催事業、 

44.文化薫る地域の魅力づくりプラン推進事業、60.中心市街地商店街活性化事業、 

61.中心市街地共同施設整備事業、64.観光イベント創出支援事業、66.鹿児島マラソン開催事業、 

68.外国人観光客受入事業、69.民間建築物耐震化補助事業、79.「まちゼミ」開催事業、 

81.大河ドラマ「西郷どん」プロジェクト推進等事業 

48.路面電車観光路線検討事業、50.バス車両購入事業、51.電車停留場上屋整備事業、 

53.都市交通システム整備事業、54.コミュニティサイクル導入検討事業、 

54-2.コミュニティサイクル導入事業、54-3.コミュニティサイクル運営事業、56.カゴシマシティビュー事業、 

57.まち巡りバス運行事業、76.超低床電車購入事業 


